
せと　歴史と文化財を知る見学会　

「瀬戸の石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡 ( 名古屋城天下普請の石垣事情 )」

日時：令和 8 年２月 28 日 ( 土 )

見学コース：　午前９時　　文化センター北駐車場出発

( 予定時間 )　A　　9 時 15 分 山口八幡社到着・牛石現地説明　　B　9 時 15 分　山口八幡社到着・海上川石丁場移動現地説明

　　　　　　　　　10 時 00 分 海上川石丁場移動現地説明　　          10 時 00 分   牛石現地説明　

　　　　　　　　　10 時 40 分 海上川石丁場出発　　　　　　　     10 時 50 分 山口八幡社出発

　　　　　　　　　11 時 05 分 石樋到着・現地説明　　　　　　　　  11 時 10 分 石樋到着・現地説明

                           11 時 45 分 バス駐車場出発

　　　　　　　　　12 時 00 分 文化センター北駐車場到着・解散　　　　　

主催：せとモノがたりの会・瀬戸市・( 公財 ) 瀬戸市文化振興財団
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菱野郷倉『大般若経』[一部鎌倉]
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織田信長制札(窯町)

石造地蔵菩薩立像(片草町)

木造十一面観音菩薩立像(下半田川町)県
木造阿弥陀如来立像(下半田川町)県

永享年銘梵鐘

源敬公廟(定光寺町)国

定光寺本堂(定光寺町)国

陶製狛犬(深川町)国

陶質十六羅漢塑像(寺本町)
六角陶碑(藤四郎町)

陶製梵鐘(深川町)
瀬戸永泉教会礼拝堂建造(杉塚町)国登

聖徳太子絵伝(塩草町)

古瀬戸瓶子(寺本町)

笠原村・両半田川村国境争論絵図(東松山町)

瀬戸市域の主な指定・登録文化財 今回見学する文化財とその関連年表やきもの生産
の変遷

宮地古墳群(上之山町2丁目)

本地大塚古墳(西本地町2丁目)
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山口天神の牛石

旧山繁商店 ( 仲切町・深川町）国登

瀬戸窯跡【瓶子窯跡】（凧山町）国

瀬戸窯跡【小長曽窯跡】（東白坂町）国

石樋

大目神社本殿 ( 巡間町）国登

1610( 慶長 15)　徳川家康の命により名古屋城築城 (2 月開始 9 月完了 )
1609( 慶長 14)　徳川家康・義直が清洲入城　尾張の拠点の名古屋移転決定
1600( 慶長 3)　関ケ原の合戦

630-50 頃　山口八幡 1号墳の築造（H50 号窯式前半）

1240-1380 頃　山口八幡 1号墳石室への中世遺物の持ち込み（山茶碗 7～ 9型式）

1838-40( 天保 9-12)　『尾張名所図会』執筆 (後編刊行は 1880)(「石樋」等の掲載 )
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1 「こんごし」2　石樋

5　立石

6　全宝寺

7　山崎の 「石場」

8　山崎の石引道

9　天白社忠魂碑の矢穴石
10　天白の石切場

14　門前 B窯跡の矢穴石
15　万徳寺裏の採石場

13　長谷口の採石場

17　海上川 ・ 篠田川流域石丁場

19　「牛石」
21　矢穴石

20　大津城矢穴石

22　上之山の採石場

23　御嶽神社矢穴石

24　越中川伝承

18　塚原の矢穴石

25　菱野東島の矢穴石

26　雨降り地蔵

27　旧嶋社の矢穴石

16　龍淵の矢穴石

12　馬ヶ城の採石場？

11　潮見の森南の採石場？

3　水北町墓地の矢穴石

4　本郷町墓地の矢穴石

瀬戸市域における石丁場等関連地図

採石丁場と思われる地点
　( 内、白抜きは伝承・滅失地 )

採石丁場以外と思われる地点
　( 内、白抜きは伝承・滅失地 )

瀬戸市域における石丁場等関連位置図

近世の石垣石材の採取方法「矢穴技法」
(( 公財 ) 日本城郭協会公認『城びと 超入門！お城セミナー』HP より )

瀬戸市の基盤岩分布図
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瀬戸の石丁場跡



　瀬戸市域は、南東部の山地・丘陵地を中心として花崗岩の岩盤がみられる（左頁の基盤

岩分布図）。その花崗岩分布域や西側の街道筋には、名古屋城をはじめとする石垣等の石

材を採石した石丁場（普請場）（左位置図の赤丸）や運搬中に取り残された残石等（左位

置図の青丸）がみられる。石製品の切り出しのため、母岩や石材に矢穴を列状に穿って石

を切り出す「矢穴技法」（左頁イラスト参照）は、鎌倉時代に中国から日本に伝来したと

されるが、近世の城の石垣石材を大量に

得るために盛んに用いられた。中でも「天

下普請」と呼ばれる江戸城や駿府城、名

古屋城などの公儀普請が江戸幕府が東西

の大名に命じて大規模で集中的に行われ

た。城の建設は、石垣を築くなどの土木

工事（普請）と天守や御殿の建物の建築

工事（作事）からなる。

瀬戸市域における石丁場等関連情報一覧

名古屋城石垣にみられる刻印 ( 赤でなぞられた部分 )・矢穴
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名古屋城 復元天守

（( 大村ほか 2024) より (2025 山口地区見学会レジュメで一部加筆 )）

名古屋御城石垣絵図　　靖國神社遊就館蔵
（（名古屋城調査研究センター 2022）より )

西国大名を動員した公儀普請一覧表
( 慶長 15 年まで )（堀内 2023 より）
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慶長 15(1610) 年の名古屋城「天下普請」



慶長 15(1610) 年名古屋城普請参加大名一覧（堀内 2024 より）

名古屋城普請参加大名居城分布図 ( 堀内 2023 より）
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名古屋周辺地域の石丁場 ( 堀内 2023 より )

静岡県伊東市ナコウ山
「羽柴越中守石場」刻銘石

「当代記」・「徳川実記」・「家康文書」による名古屋城普請の経過 ( 堀内 2023 より )
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　　　　　　海上川石丁場跡の刻印 (「井桁」)　　　　　　　　　　　　海上川石丁場跡の露岩につく矢穴

　　　　　　( 史５~22 は ( 堀内 2023) より )
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海上川石丁場跡（位置図 17）



【参考・引用文献】
田口一男・佐藤好司・中野光孝 2019「石材から見た名古屋城石垣」『椙山女学園大学教育学部紀要』12
沢田伊一郎 2023「瀬戸市水北町石樋石丁場跡と周辺の残石（前）」『城』第 234 号 東海古城研究会
沢田伊一郎 2024「瀬戸市水北町石樋石丁場跡と周辺の残石（後）」『城』第 235 号 東海古城研究会
田口一男・佐藤好司 2015「名古屋城石垣採石丁場の新知見」『名古屋地学』77 号
名古屋城調査研究センター 2022『史料が語る　名古屋城石垣普請の現場』名古屋城調査研究報告３　資料調査研究報告書 1
後藤典子 2022「細川忠興・忠利父子の名古屋城石垣普請」『史料が語る　名古屋城石垣普請の現場』名古屋城調査研究報告３　
資料調査研究報告書 1
堀内亮介 2023「名古屋城石垣の文献調査と展望」『令和 5 年度第 2 回城郭市民セミナーレジュメ』姫路市立城郭研
究室主催
大村陸・川出康博・木村有作・田口一男・二橋慶太郎・高橋圭也・服部英雄 2024「長久手市猪鼻堰跡残石群測量調査報告」

『名古屋城調査研究センター研究紀要』第 5 号
堀内亮介 2024「大名家文書からみた名古屋城公儀普請（1）」『名古屋城調査研究センター研究紀要』第 6 号

海上川・篠田川流域石丁場

山口八幡社（山口天神）の牛石
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　牛石は、山口八幡 1 号墳の天

井石の一部を矢穴技法で割った

残石とみられる。幅 2.1m、奥行

0.76m、高さ 0.45 ｍの長方体の
花崗岩。正面・

背 面 お よ び 左

側 面 の 3 面 に

各 10・９・３

点 の 矢 穴 が み

ら れ、 矢 穴 幅

は 8~15㎝の幅

広のもの。

『尾張名所図会　下巻』に描かれた江戸時代終わり頃の山口八幡社（山口神社）とその周辺（着色は後補）

山口八幡社（山口天神）の牛石

上面

背面

正面

左
側

面 右
側

面

1　 2   3   4  5   6   7   8   9 10

正面スケッチ ( 丹羽氏提供 )

山口八幡社（山口天神）の牛石
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山口天神の牛石（位置図 19）・山口八幡 1 号墳



山口八幡 1 号墳の発見時の写真と石室見取図および出土副葬品ほか

表　　　　　　　　裏

山口八幡 1 号墳発見時近影 ( 南から ) 山口八幡 1 号墳発見時　東側側壁

山口八幡 1 号墳　横瓶出土状況山口八幡 1 号墳
横瓶出土状況
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『尾張名所図会　下巻』に描かれた江戸時代終わり頃の石樋

石樋近影 刻印「□に大」のみられる残石

2 面に矢穴のみられる残石

西尾市前島で確認された「□に大」刻印のみられる残石と PR キャラクター「やあなちゃん」
11

石　樋（位置図 2）
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